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721 万円
348万円
519万円
3,011 万円
1,737 万円
200万円

3,400 万円
1億 1,799 万円

862万円
2,621 万円

2億 8,779 万円

167万円
2,168 万円
7,502 万円
539万円
703万円
1,378 万円

1億 1,831 万円

654万円
3,947 万円
177万円
798万円
1,903 万円

5,038 万円
831万円
430万円

村民1人当たりの行政経費　726,533円　　　　　令和２年3月31日現在　人口　5,933人

【総務費】
　・交通安全及び防犯対策
　・広報おおひら発行
　・おおひらふるさと祭り
　・村民バス運行　
　・総合計画等策定事業
　・公用車購入（1台）
【民生費】
　・万葉すくすく子育て医療費助成
　・児童手当支給
　・敬老会
　・児童館管理運営
　・子ども，子育て支援事業
【衛生費】
　・健康増進事業
　・予防接種
　・公立黒川病院運営
　・万葉のびのび子育て支援券助成
　・万葉ｻﾝｻﾝｴﾈﾙｷﾞｰ発電普及促進助成
　・し尿処理
　・ごみ処理
【農林業費】
　・農業委員会費
　・農業振興補助費等
　・畜産振興補助費等
　・森林管理，林業振興
　・西沢用排水路整備
【商工費】
　・企業誘致及び雇用対策
　・おおひら万葉まつり
　・割増商品券発行

247万円
524万円
9,593 万円
4,200 万円
1,501 万円
2,923 万円
6,995 万円
4,190 万円

1億 3,026 万円
338万円

1億 1,385 万円
1,862 万円
910万円
498万円

515万円
5,800 万円
1,198 万円
1,270 万円
2,616 万円

359万円
781万円
4,360 万円
854万円
9,066 万円

7,958 万円
215万円

【土木費】
　・長町小沼田前線改良舗装
　・海老沢線外 1改良舗装
　・大瓜南側線改良舗装
　・尾西中山線改良舗装
　・尾西２号線改良舗装
　・五反田住宅 4号棟改修
　・河原住宅 3号棟改修
　・万葉の里・おおひら定住促進助成
　・公園維持管理
　・除雪・融雪
【消防費】
　・黒川消防署運営
　・大衡村消防団運営
　・災害対策
　・宮城県 9.1 総合防災訓練
【教育費】
　・外国語指導助手 (ALT) 招致
　・給食センター管理運営
　・ふるさと美術館管理運営
　・大衡城青少年交流館管理運営
　・社会体育施設管理運営
　（西部球場、村民体育館、屋内運動場、プール他2施設）
　・おおひら万葉こども園通園バス運行
　・スクールバス運行
　・小学校校舎 LED照明設置ほか
　・中学校校舎 LED照明設置ほか
　・衡中北コミュニティ施設整備
【災害復旧費】
　・大衡村排水処理施設維持管理
　・明神揚水機維持管理

総務費
120,604円

民生費
160,564円

議会費
13,077円

衛生費
62,482円

公債費
58,849円

諸支出金
1,453円

災害復旧費
28,335円

土木費
127,870円

消防費
25,429円

商工費
18,163円

農林業費
34,874円

教育費
74,833円

一般会計の主な実施事業

○公営企業会計（水道事業会計、下水道事業特別会計、戸別合併処理浄化槽特別会計、宅地造成事業特別会計）に
　おいて資金不足は発生しておりません。

財政健全化法に基づき算定した健全化判断比率等については次のとおりです。
○令和元年度決算に基づく健全化判断比率（一般会計等）

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

指　　標
－
－

6．７％
－

判断比率
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
財政運営の深刻度を示すもの　※実質赤字額なし
資金繰りの危険度を示すもの　※基準25％未満
今後の財政を圧迫する可能性を示すもの　

備　　考
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令和元年度一般会計決算報告
歳　入
　歳入総額は４４億９,６０６万円で、前年度比は１億７,５１６万円 (３．７％)の減少となりました。このうち村税や財産収入、
繰入金等の使い道が自由な財源（自主財源）は２１億８,５９６万円で、歳入全体の４８．６％を占めました。
　自主財源の大きな柱である村税は１５億４,７０１万円で、前年度比は９,３１４万円（６.４％）の増加となりました。また、依存
財源である地方交付税は８億３,３１２万円で、１億２,８１６万円（１８.２％）の増加で、国庫支出金は６億５,３６９万円で、
１億６,２２９万円(１９.９％)の減少となりました。
　歳入全体としては建設事業の減少による国庫支出金、地方債、県支出金の減少が影響しました。
歳　出
　歳出総額は４３億１,０５２万円で、前年度比は２億３,０８９万円(５.１％)の減少となりました。
　主な事業は、衡中北コミュニティ施設整備、大瓜南側線改良舗装事業、尾西中山線改良舗装事業、河原住宅３号棟改修事業など
です。

１．人件費・・・・・議員や職員の報酬、給料、手当など
２．公債費・・・・・借入金の返済に充てる費用
３．扶助費・・・・・医療費の助成や児童手当など
４．普通建設事業費・道路や建物などの建設費や用地購入費など
５．物件費・・・・・賃金、旅費、需用費、交際費、委託料など
６．補助費等・・・・負担金や補助金など
７．繰出金・・・・・特別会計等の運営助成経費

◎投資的経費…道路、橋、公園、学校などの建設費等の社会資本整備に要す
　　　　　　　る経費で、普通建設事業費と災害復旧事業費から構成
◎義務的経費…支出が義務付けられ任意に節約できない経費で、極めて硬直
　　　　　　　性の強い人件費や扶助費、公債費から構成

〔依存財源のその他の主な内訳〕

・地方消費税交付金
　1億 5,763 万円（3.5％）
・地方譲与税
　4,962 万円（1.1％）
・国有提供施設交付金
　2,452 万円（0.5％）
・ゴルフ場利用税交付金
　1,782 万円（0.4％）

繰入金
3億2,711万円
　　（7.3%）

繰越金
6,981万円（1.5%）

その他
2億4,203万円（5.４％）

地方交付税
8億3,312万円
　（18.５％）

村　　　税
15億4,701万円
　　（34.4％）

村　債
3億2,520万円
　　（7.2％）

国庫支出金
6億5,369万円
　（14.6％）

県支出金
2億1,674万円（4.8％）

その他　2億8,135万円（6.3％）

歳入総額
44億9,606万円

農林業費
2億789万円（4.8％）

総務費
7億2,260万円
　（16.8％）

公債費
3億4,958万円
　　（8.1％）

教育費
4億4,476万円
　　（10.3％）

衛生費
3億6,910万円
　　（8.6%）

消防費　1億5,224万円（3.5％）

民生費
9億5,102万円
　（22.1％）

土木費
7億5,767万円
　　（17.6％）

災害復旧費　１億6,738万円（3.9％）

歳出総額
43億1,052万円

48.6
％　

51.4
　％

商工費　1億817万円（2.5％） 議会費　8,011万円（1.8％）

普通建設事業費
　　5億3,491万円　　　
　　（12.4％）　　　　　

人件費
6億5,311万円
　　（15.2％）

公債費
3億4,958万円
　（8.1％）

物件費
7億4,323万円
　（17.2％）

補助費等
6億1,818万円
　（14.3％）

その他
3億1,374万円（7.3％）

扶助費
5億1,347万円
　（11.9％）

〈地方財政状況調査による分類〉

繰出金
4億1,692万円
　（9.7％）

災害復旧費　1億6,738万円（3.9％）

その他の経費
　48.5％

義務的経費
　35.2％

投資的経費
16.3％

性質別歳出の内訳

　固定資産税
10億8,311万円

　（70.0％）

　村民税
3億9,547万円
　（25.6％）

軽自動車税
2,164万円（1.4％）

村税の内訳
15億4,701万円

たばこ税
4,679万円（3.0％）

〔自主財源のその他の主な内訳〕

・財産収入
　8,349 万円　（1.9％）
・使用料及び手数料
　1億 54万円（2.2％）
・諸収入
　4,765 万円　（1.1％）
・寄附金
　1,035 万円　（0.2％）


